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保険料の 
納付状況 

学生の 
納付特例 

受給資格 
期間に 

納付 

入ります 

老齢基礎 
年金額の 
計算に 

入ります 1
3

全額免除 

入ります 

半額免除 

入ります 入ります 

入りません 

未納 

入りません 

入りません 2
3

     　
な
り
ま
す
の
で
、
口
座
振
替
か
自
主
納
付
に
 

　
切
り
換
え
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

 　
便
利
で
す
口
座
振
替
 

　
保
険
料
の
納
め
方
は
口
座
振
替
と
自
主
納
付

の
二
種
類
に
な
り
ま
す
。
 

　
手
間
と
時
間
が
省
け
、
納
め
忘
れ
の
な
い
便

利
な
口
座
振
替
の
ご
利
用
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
 

　
な
お
、
口
座
振
替
の
手
続
き
は
、
口
座
の
あ

る
金
融
機
関
や
郵
便
局
で
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
 

  　
一
部
の
届
出
窓
口
が
変
わ
り
ま
す
 

 　
現
在
、
第
三
号
被
保
険
者
（
第
二
号
被
保
険

者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
）
の
届
出
は
町

が
窓
口
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
四
月
か
ら
は
扶

養
者
の
勤
務
先
が
窓
口
と
な
り
ま
す
。
 

  　
保
険
料
半
額
免
除
が
始
ま
り
ま
す
 

 　
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
人
の
た
め
に
は
、

保
険
料
の
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。
 

　
こ
れ
ま
で
の
全
額
免
除
と
学
生
納
付
特
例
に

加
え
、
四
月
か
ら
新
た
に
「
半
額
免
除
」
制
度
 

        　
平
成
十
一
年
に
制
定
さ
れ
た
地
方
分

権
一
括
法
に
よ
り
、
今
年
四
月
か
ら
国

民
年
金
の
事
務
取
り
扱
い
機
関
が
一
部

変
更
に
な
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
国
民
年

金
の
保
険
料
の
納
付
の
仕
方
や
手
続
き

な
ど
が
変
わ
り
ま
す
。
 

      　
保
険
料
の
納
付
窓
口
が
 

　
広
が
り
ま
す
 

 　
今
年
四
月
か
ら
、
保
険
料
収
納
事
務
機
関
が

町
か
ら
国
（
社
会
保
険
庁
）
に
変
わ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付
先
が
国
に

な
り
、
納
付
案
内
書
も
国
か
ら
送
ら
れ
て
く
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
納
付
方
法
も
口
座

振
替
の
ほ
か
、
全
国
の
郵
便
局
、
銀
行
、
農
協
、
 

信
用
金
庫
な
ど
で
納
め
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
 

 　
納
め
方
が
変
わ
り
ま
す
 

　
四
月
分
の
保
険
料
か
ら
納
め
方
が
次
の
よ
う

に
変
わ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

◎
納
付
書
で
納
め
て
い
る
方
 

　
　
国
か
ら
送
付
さ
れ
る
納
付
書
で
、
金
融
機
 

　
関
や
郵
便
局
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。
（
全
国
 

　
ど
こ
で
も
納
め
ら
れ
ま
す
）
 

◎
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
 

　
　
国
で
三
月
ま
で
に
、
口
座
振
替
内
容
を
確
 

　
認
す
る
た
め
の
通
知
書
を
送
る
予
定
で
す
。
 

　
口
座
な
ど
の
変
更
が
な
け
れ
ば
、
特
別
な
手
 

　
続
き
は
不
要
で
す
。
 

◎
納
税
組
合
を
ご
利
用
の
方
 

　
　
納
税
組
合
を
通
し
て
の
納
付
が
で
き
な
く
 

が
始
ま
り
ま
す
。
 

　
こ
れ
は
、
申
請
に
よ
り
定
額
保
険
料
の
半
額

が
免
除
さ
れ
る
制
度
で
、
免
除
の
基
準
は
全
額

免
除
よ
り
緩
や
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

半
額
免
除
を
受
け
た
期
間
は
年
金
を
受
け
る
た

め
に
必
要
な
受
給
資
格
期
間
に
入
り
、
老
齢
基

礎
年
金
額
は
通
常
保
険
料
を
納
め
た
場
合
の
三

分
の
二
と
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。
 

 
◎保険料の免除期間と受給資格期間 
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国民年金に 
　加入する人 
国民年金に必ず加入しなければならない人は、 
日本国内に住所がある20歳以上60歳未満の人 
たちです。 

●加入者（被保険者）は3種類。さて、あなたは？ 

加入者 加入種別 

第1号 
被保険者 

任意加入 
被保険者 
（希望により加入） 

市区町村 

国民年金 

担当窓口 

印かん 

第２号被保険者 
であった人は、 
年金手帳と退職 
証明書もご持参 
ください。 

自営業者・農林漁業従事者・ 

学生・フリーアルバイター・ 

無職の人など 

会社員・公務員 

第２号被保険者に扶養され 

ている配偶者 

●日本国内に住む 
　60歳以上65歳未満の人 
●60歳未満の 
　老齢（退職）年金受給者 
●20歳以上65歳未満の在 
　外邦人 
※65歳に達しても年金受給権 
　が確保できない人は70歳に 
　なるまでの間で受給資格を 
　満たすまで加入できます。 
　（昭和30年４月１日以前に 
　生まれた人のみ） 

印かん 

老齢（退職）年 
金受給者は年金 
証書 

健康保険証・ 
配偶者の年金 
手帳・印かん 

第２号被保険者 
であった人は、 
年金手帳と退職 
証明書もご持参 
ください。 

市区町村 

国民年金 

担当窓口 

（4月から） 

扶養者の 

勤務先　 

勤務先が加入手続きの 

一切を行います。　　 

第2号 
被保険者 

第3号 
被保険者 

（厚生年金保険・共済 
　組合加入者本人） 

加入届出先 届出に必要なもの 

    Ｑ
　
国
民
年
金
が
崩
壊
す
る
と
い
う
報
道
が
あ
 

　
り
ま
す
が
、
大
丈
夫
で
す
か
？
 

Ａ
　
国
民
年
金
や
厚
生
年
金
な
ど
の
公
的
年
金
 

　
は
受
給
者
数
三
千
万
人
、
被
保
険
者
数
七
千
 

　
万
人
と
い
う
大
き
な
保
険
集
団
で
す
。
 

　
　
高
齢
化
・
少
子
化
と
い
う
厳
し
い
状
況
を
 

　
迎
え
て
い
ま
す
が
、
長
期
的
な
見
通
し
の
も
 

　
と
で
必
要
な
制
度
の
改
正
を
行
い
な
が
ら
運
 

　
営
し
て
い
ま
す
の
で
崩
壊
す
る
と
い
う
よ
う
 

　
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

 Ｑ
　
保
険
料
を
後
か
ら
納
め
る
こ
と
は
で
き
ま
 

　
す
か
？
 

Ａ
　
納
付
指
定
日
を
過
ぎ
た
保
険
料
で
も
、
二
 

　
年
以
内
で
あ
れ
ば
未
納
保
険
料
と
し
て
納
付
 

　
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
、
未
納
分
を
一
括
し
 

　
て
納
め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
し
、
一
カ
月
単
 

　
位
で
分
割
し
て
納
め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
 

　
　
た
だ
し
、
保
険
料
の
納
付
が
遅
れ
る
と
、
 

　
障
害
基
礎
年
金
な
ど
の
支
給
要
件
に
支
障
が
 

　
で
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
 

　
さ
い
。
 

 Ｑ
　
大
学
を
卒
業
し
て
就
職
を
し
た
と
き
、
こ
 

　
れ
ま
で
の
国
民
年
金
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
 

　
う
か
？
 

Ａ
　
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
た
学
生
の
み
な
 

　
さ
ん
が
学
校
を
卒
業
し
て
就
職
す
る
と
、
厚
 

　
生
年
金
な
ど
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

　
こ
の
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
の
第
一
号
被
保
険
 

　
者
か
ら
第
二
号
被
保
険
者
に
変
わ
り
ま
す
が
、
 

　
引
き
続
き
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
こ
と
 

　
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

　
　
ま
た
、
年
金
手
帳
は
一
人
一
手
帳
で
す
の
 

　
で
、
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
も
同
じ
年
金
手
 

　
帳
を
使
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

 Ｑ
　
個
人
年
金
に
加
入
し
て
い
る
の
で
、
国
民
 

　
年
金
は
納
め
な
く
て
も
い
い
で
す
か
？
 

Ａ
　
国
民
年
金
と
個
人
年
金
の
関
係
は
、
自
動
 

　
車
保
険
の
自
賠
責
保
険
と
任
意
保
険
の
関
係
 

　
と
同
じ
で
す
。
 

　
　
車
を
持
つ
方
は
、
必
ず
自
賠
責
保
険
に
加
 

　
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
う
え
で
 

　
自
分
の
意
志
で
任
意
保
険
に
も
加
入
す
る
こ
 

　
と
に
な
り
ま
す
。
 

　
　
同
様
に
、
日
本
に
住
ん
で
い
る
二
十
歳
以
 

　
上
六
十
歳
未
満
の
方
は
必
ず
国
民
年
金
に
加
 

　
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
う
え
で
希
望
 

　
さ
れ
る
方
は
個
人
年
金
に
も
加
入
す
る
こ
と
 

　
に
な
り
ま
す
。
個
人
年
金
は
あ
く
ま
で
も
プ
 

　
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
の
ゆ
と
り
と
し
て
考
え
て
く
 

　
だ
さ
い
。
 

 【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
町
民
生
活
課
町
民
生
活
係
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
│
２
２
１
５
 

国
民
年
金
Ｑ
＆
Ａ
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方
 

�
株
式
な
ど
の
配
当
や
生
命
保
険
の
満
期
に
よ
 

　
る
一
時
所
得
の
あ
っ
た
方
 

　
公
的
年
金
受
給
者
で
、
年
金
の
ほ
か
に
収
入
 

　
の
あ
っ
た
方
 

　
給
与
所
得
者
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
あ
て
は
 

　
ま
る
方
 

　
①
給
与
の
ほ
か
に
　
〜
　
な
ど
の
所
得
が
あ
 

　
　
っ
た
方
 

　
②
給
与
を
二
カ
所
以
上
か
ら
受
け
た
方
（
平
 

　
　
成
十
三
年
中
に
退
職
し
た
方
で
再
就
職
し
 

　
　
た
方
を
含
む
）
 

　
③
平
成
十
三
年
中
に
退
職
し
た
方
で
再
就
職
 

　
　
し
て
い
な
い
方
 

　
④
給
与
収
入
が
二
千
万
円
を
超
え
て
い
る
方
 

　
⑤
勤
務
先
か
ら
町
に
給
与
支
払
報
告
書
が
提
 

　
　
出
さ
れ
て
い
な
い
方
 

　
土
地
、
建
物
を
売
却
し
た
譲
渡
所
得
の
あ
っ
 

　
た
方
 

 　
※
次
の
方
は
ご
注
意
を
 

◆
平
成
十
三
年
一
月
二
日
以
降
に
転
入
さ
れ
た

　
方
　
…
　
給
与
所
得
だ
け
で
、
勤
務
先
か
ら

　
町
に
給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る

　
方
は
、
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ

　
し
、
前
の
住
所
地
に
提
出
さ
れ
て
い
る
場
合

　
が
あ
り
ま
す
の
で
、
給
与
支
払
報
告
書
の
住

　
所
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
 

◆
平
成
十
三
年
中
に
就
職
、
退
職
及
び
再
就
職

　
さ
れ
た
方
　
…
　
勤
務
先
（
退
職
し
た
勤
務

　
先
を
含
む
）
か
ら
町
に
給
与
支
払
報
告
書
が

　
提
出
さ
れ
て
い
る
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
 

◆
税
務
署
か
ら
申
告
の
案
内
（
ハ
ガ
キ
）
が
あ

　
っ
た
方
　
…
　
税
務
署
で
の
申
告
に
な
り
ま

　
す
の
で
、
指
定
さ
れ
た
日
に
喜
多
方
税
務
署

　
で
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

   
申
告
の
日
程
 

　
今
年
の
申
告
の
日
程
は
別
表
の
と
お
り
で
す

の
で
、
で
き
る
だ
け
指
定
さ
れ
た
日
時
に
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
指
定
さ
れ
た
日
が
都

合
の
悪
い
場
合
は
、
事
前
に
税
務
課
へ
連
絡
の

う
え
最
寄
り
の
会
場
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
申
告
の
円
滑
化
の
た
め
、
経
費
や
医

療
費
な
ど
の
領
収
書
の
整
理
・
集
計
な
ど
、
あ

ら
か
じ
め
で
き
る
事
前
準
備
は
必
ず
し
て
く
だ

さ
い
。
 

  　
必
要
書
類
は
忘
れ
ず
に
！
 

　
申
告
に
お
出
で
の
際
は
、
次
の
も
の
を
忘
れ

ず
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
 

①
印
鑑
 

②
営
業
所
得
、
そ
の
他
の
事
業
所
得
、
不
動
産
 

　
所
得
、
配
当
所
得
、
一
時
所
得
な
ど
が
あ
る
 

　
方
は
、
収
入
金
額
な
ど
の
わ
か
る
書
類
 

③
年
金
を
受
け
て
い
る
方
は
、
公
的
年
金
な
ど
 

　
の
源
泉
徴
収
票
 

④
給
与
所
得
の
方
は
、
勤
務
先
か
ら
交
付
さ
れ
 

　
た
源
泉
徴
収
票
 

⑤
諸
控
除
の
証
明
書
・
領
収
書
（
生
命
保
険
料
 

　
・
個
人
年
金
控
除
証
明
書
・
建
物
火
災
保
険
 

　
証
明
書
・
医
療
費
の
領
収
書
な
ど
）
 

　
今
年
も
町
県
民
税
の
申
告
と
所
得
税
確
定
申

告
の
時
期
を
迎
え
、
町
で
は
二
月
四
日
か
ら
税

の
申
告
相
談
を
行
い
ま
す
。
 

　
こ
の
相
談
は
平
成
十
三
年
中
（
一
月
〜
十
二

月
ま
で
）
の
所
得
を
申
告
し
て
い
た
だ
く
も
の

で
、
十
四
年
度
の
町
県
民
税
や
国
民
健
康
保
険

税
な
ど
の
課
税
基
礎
と
な
り
ま
す
。
指
定
さ
れ

た
会
場
で
忘
れ
ず
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
 

  　
申
告
が
必
要
な
方
 

　
平
成
十
三
年
一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一

日
ま
で
の
所
得
に
つ
い
て
、
次
の
い
ず
れ
か
に

あ
て
は
ま
る
方
は
申
告
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
 

�
営
業
、
農
業
、
そ
の
ほ
か
の
事
業
所
得
が
あ
 

　
っ
た
方
 

�
家
賃
、
地
代
な
ど
の
不
動
産
所
得
が
あ
っ
た
 

／～／　町県民税・所得税　申告相談 3
15

2
4

（1） （2） 

（3） （4） 

（4） 

（1） 

（5） （6） 
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⑥
農
業
所
得
の
あ
る
方
は
、
水
利
費
、
土
地
改
 

　
良
費
、
大
農
具
（
ト
ラ
ク
タ
ー
、
コ
ン
バ
イ
 

　
ン
、
田
植
機
な
ど
）
購
入
費
な
ど
の
領
収
書
 

⑦
税
務
署
か
ら
確
定
申
告
書
が
送
ら
れ
て
き
た
 

　
方
は
、
そ
の
申
告
書
 

  　
所
得
税
の
納
付
・
還
付
に
は
 

　
口
座
振
替
を
 

　
所
得
税
の
納
付
・
還
付
に
は
、
便
利
な
口
座

振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

　
申
告
に
お
い
で
に
な
る
際
は
、
申
告
者
名
義

の
銀
行
、
農
協
、
信
用
金
庫
な
ど
の
『
預
金
口

座
番
号
』
を
控
え
、
通
帳
の
印
鑑
を
忘
れ
ず
に

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
税
務
課
民
税
係
　
　
　
│
２
２
１
２
 

45

平成13年分所得税の主な注意点 

★昨年に引き続き定率減税が実施され、納める税 
　額の20％（上限25万円）が控除されます。なお、 
　給与所得者は年末調整で減税されています。 
★住宅借入金等特別控除制度の適用期限が平成16 
　年12月31日まで延長されるとともに、平成13年 
　７月１日から平成15年12月31日までの間に住宅 
　を新居とした場合の控除期間を10年間、各年の 
　控除限度額を50万円とすることになりました。 
★これまで農業所得標準によって計算を行ってい 
　た「生シイタケ」は、今年から収支計算へ変更 
　となりました。これにより生シイタケの生産者 
　は、農業所得については収支計算を行うことに 
　なります。 

 奥 川 支 所 
自治区長宅 
 奥 川 支 所 
 奥 川 支 所 
奥 川 支 所 
大舟沢分校 
集　会　所 
自治区長宅 
弥平四郎分校 
集　会　所 
集　会　所 
　 　〃 
　 　〃 
　 　〃 
集　会　所 
集　会　所 
　 　〃 
自治区長宅 
　 　〃 
 新郷連絡所 
新郷連絡所 
集　会　所 
自治区長宅 
集　会　所 
柴崎集会所 
集　会　所 
自治区長宅 
屋敷集会所 
集　会　所 
　 　〃 
集　会　所 
　 　〃 
 保健センター 
 保健センター 

集　会　所 
 　　〃  

9:30～11:00 
13:00～15:00 
13:30～15:00 
9:30～11:00 
13:00～15:00 
9:30～11:00 
13:00～15:00 
9:30～11:00 

 13:30～15:00 
 10:00～11:00 

13:30～15:00 
 9:30～11:00 
 13:30～15:00 

9:30～11:00 
9:30～11:00 

 
13:30～15:00 

 
9:30～11:00 
13:00～15:00 
9:30～11:00 

 13:30～15:00 
9:30～11:00 
13:30～15:00 

 9:00～11:00 
 9:30～11:00 

13:30～15:00 
9:30～11:00 
13:30～15:00 
9:00～11:00 
13:00～15:00 
9:00～11:00 
13:00～15:00 

 9:00～11:00 
13:00～15:00

 
２／４（月） 
 
 ２／５（火） 
 ２／６（水） 
 
２／７（木） 
 
 
２／８（金） 
 
 
 ２／９（土） 
 
２／15（金） 
 
 ２／12（火） 
 
 ２／13（水） 
 
２／14（木） 
 
 ２／15（金） 
 ２／26（火） 
 
２／18（月） 
 
 ２／19（火） 
 ２／20（水） 
 ２／21（木） 
 

２／22（金） 

真　ヶ　沢 
梨　　　　平 
小　　　　屋 
塩 ・ 下 松 
向原・道目 
新　　　　町 
宮野・小山 
中　　　　町 
大　舟　沢 
小　綱　木 
弥　　　　生 
弥 平 四 郎 
極　　　　入 
出　　　　戸 
山　　　　浦 
松　　　　峯 
中　ノ　沢 
杉　　　　山 
高　　　　目 
小　清　水 
荒　　　　木 
漆　　　　窪 
樟山・新村 
呼賀・平明 
原 ・ 滑 沢 
井　　　　谷 
八　重　窪 
滝　　　　坂 
柴崎・橋立 
橋　　　　屋 
戸　　　　中 
屋敷・楢木平・西山 
熊　　　　沢 
白　　　　坂 
宝　　　　川 
徳　　　　沢 
上野尻１・２ 
上野尻３・４ 
上 野 尻 ５ 
上 野 尻 ６ 
端　　　　村 
下野尻１・２ 
下 野 尻 ３ 

奥 

川 

新 

郷 

群 

岡 

自　治　区　名 月　　日 受 付 時 間  会　　　場 
集　会　所 
　 　〃 
集　会　所 
　 　〃 
黒沢公民館  
集　会　所 
　 　〃 
林研センター 
集　会　所 
集　会　所 
　 　〃 
広　谷　寺 
自治区長宅 
集　会　所 
上 谷 分 校 
 町 公 民 館 
集　会　所 
集　会　所 
集　会　所 
　 　〃 
集　会　所 
　 　〃 
自治区長宅 
町 公 民 館 
集　会　所 
 町 公 民 館 
 町 公 民 館 
 町 公 民 館 
 町 公 民 館 
 町 公 民 館 
 
町 公 民 館 

9:00～11:00 
13:30～15:00 
9:00～11:00 
13:30～15:00 
9:30～11:00 

 13:30～15:00 
9:00～11:00 
13:30～15:00 

 9:00～11:00 
13:30～15:00 
9:30～11:00 
13:30～15:00 
9:30～11:00 
9:00～11:00 
13:00～15:00 
9:00～11:00 
13:30～15:00 
9:00～11:00 
13:30～15:00 
9:30～11:00 
13:30～15:00 
9:00～11:00 

 13:30～15:00 
9:00～11:00 
13:00～15:00 
9:00～11:00 
13:00～15:00 
9:00～11:00 
13:00～15:00 
9:00～11:00 
13:00～15:00 
9:00～11:00 
13:00～15:00 
9:00～11:00 
13:00～15:00

 ２／25（月） 
 ２／27（水） 
 
３／１（金） 
 
 ３／２（土） 
 
３／４（月） 
 
 ３／５（火） 
３／６（水） 
 ３／14（木） 
２／16（土） 
２／26（火） 
 ２／28（木） 
 ３／５（火） 
 
３／６（水） 
 
 ３／７（木） 
 ３／８（金） 
 ３／11（月） 
 ３／12（火） 
 ３／13（水） 
 
３／15（金） 

尾　　　　登 
下　小　島 
萱　　　　本 
松　　　　尾 
黒　　　　沢 
出　ヶ　原 
小　杉　山 
森　　　　野 
上小島・野口 
牛　　　　尾 
山　　　　口 
縄　　　　沢 
軽　　　　沢 
青　　　　坂 
程窪・泥浮山・長桜 
西林・西林東 
西原・さゆりが丘 
芝　　　　草 
　 　牧 
安　　　　座 
堀　　　　越 
大　久　保 
中　　　　野 
塩　　　　喰 
西平・四岐 
芹　　　　沼 
１　町　内 
２・３町内 
４　町　内 
５　町　内 
６・７町内 
８　町　内 
９ 町 内 １ 
９ 町 内 ２ 
10　 町　 内 
下　小　屋 

尾 

野 

本 

野 

沢 

自　治　区　名 月　　日 受 付 時 間  会　　　場 

申 告 受 付 日 程 

予 　 備 　 日  
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政
府
は
平
成
十
三
年
産
米
が
豊
作
だ
っ
た
事

を
受
け
、
昨
年
の
十
一
月
に
「
当
面
の
需
給
安

定
の
た
め
の
取
組
み
」
を
決
定
し
ま
し
た
。
そ

の
中
で
、
十
四
年
産
米
の
生
産
調
整
の
規
模
は
、
 

緊
急
的
に
拡
大
さ
れ
た
十
三
年
度
と
同
様
と
さ

れ
ま
し
た
。
 

 　
町
の
農
業
は
稲
作
の
比
重
が
大
き
く
、
農
家

経
営
の
安
定
に
は
米
価
の
安
定
が
不
可
欠
で
あ

り
、
そ
の
た
め
の
生
産
調
整
は
避
け
て
通
れ
な

い
課
題
で
す
。
 

　
そ
の
た
め
、
農
家
の
み
な
さ
ん
の
理
解
と
協

力
を
得
な
が
ら
、
関
係
機
関
一
体
と
な
っ
て
生

産
調
整
の
目
標
達
成
と
制
度
の
活
用
な
ど
の
推

進
に
取
り
組
み
ま
す
。
 

                        　
配
分
率
は
三
十
六
・
二
 

　
町
へ
の
配
分
面
積
が
変
わ
ら
な
か
っ
た
た
め
、
 

農
家
の
み
な
さ
ん
へ
の
配
分
率
に
つ
い
て
も
昨

年
と
同
じ
三
十
六
・
二
�
に
な
り
ま
す
。
 

　
ま
た
、
認
定
農
業
者
や
三
　
以
上
耕
作
農
家

の
方
へ
は
、
こ
れ
か
ら
の
町
農
業
の
担
い
手
を

育
成
す
る
と
い
う
こ
と
か
ら
軽
減
措
置
を
継
続

し
ま
す
。
 

         　
助
成
制
度
の
変
更
 

　
助
成
制
度
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
な
部
分
は

昨
年
と
同
様
で
す
が
次
の
二
点
が
変
更
・
追
加

さ
れ
ま
し
た
。
 

①
稲
作
経
営
安
定
対
策
の
基
準
額
が
、
過
去
七

　
年
間
の
最
高
と
最
低
の
価
格
を
除
い
た
五
年

　
間
の
平
均
価
格
に
変
更
 

②
超
過
達
成
に
対
す
る
新
た
な
助
成
（
地
域
水

　
田
農
業
再
編
緊
急
対
策
）
を
実
施
 

・
増
加
し
た
超
過
達
成
面
積
に
対
し
て
十
�
当

　
り
二
万
五
千
円
の
助
成
 

・
既
存
の
超
過
達
成
面
積
に
対
し
て
十
�
当
り

　
八
千
円
の
助
成
 

  　
集
落
で
の
話
し
合
い
が
よ
り
重
要
に
 

　
と
も
補
償
の
地
区
達
成
加
算
制
度
、
緊
急
拡

大
分
の
追
加
助
成
、
経
営
確
立
助
成
、
地
域
水

田
農
業
再
編
緊
急
対
策
な
ど
は
、
地
区
単
位

（
農
事
実
行
組
合
）
で
の
達
成
や
団
地
化
・
作

物
の
統
一
化
が
出
来
れ
ば
、
よ
り
多
く
の
助
成

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
稲
作
よ
り
も
多
い
収

入
が
得
ら
れ
る
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
現
在
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
の
管

理
組
合
を
通
じ
、
団
地
化
の
話
し
合
い
が
進
め

ら
れ
て
い
る
集
落
も
あ
り
ま
す
。
町
で
も
よ
り

多
く
の
集
落
で
話
し
合
い
や
取
組
み
が
進
む
よ

う
、
座
談
会
な
ど
で
具
体
的
な
話
を
し
な
が
ら

関
係
機
関
と
協
力
し
て
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
農
林
課
農
政
係
　
　
　
　
│
４
５
３
１
 

生産調整目標面積 

　　　３５３ｈａ 

作付ガイドライン 

　　　７２１ｈａ 

水田面積 

　１，０７４ｈａ 

 

 

 

 

◎一般作物（ソバ、大豆など）を作付 

　けした場合　　10�当り 3,000円 

　緊急拡大分として１２年度より増や 

　した場合　　　10�当り 5,000円 

◎加工用米　　　１俵当り　500円 

　緊急拡大分として１２年度より多く 

　拠出した場合　１俵当り 1,000円 

◎概ね１　以上の団地化 

　　　　　　　　10�当り 8,000円 

◎転作のためにほ場条件を整備する場 

　合、機械の借上料と運搬料の２分の 

　１を助成 

◎認定農業者、３　以上耕作農家の稲 

　作経営安定対策加入拠出金の２分の 

　１を助成 

 

＊いずれも、目標面積の達成が条件と 

　なります。 

 

町での単独助成 

ヘク 
タール 

ヘク 
タール 

アー 
ル 

アー 
ル 

アー 
ル 

45

パ
ー
 

セ
ン
ト
 

パ
ー
 

セ
ン
ト
 

ア
 
　

ー
 
　
ル
 

ア
 
　

ー
 
　
ル
 

ヘ
ク
 

タ
ー
ル
 

14年度配分面積 
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白坂での健康教室 

   

   

   

 　
健
康
教
室
好
評
開
催
中
 

           　
み
な
さ
ん
、
健
診
の
結
果
は
い
か
が
で
し
た

か
？
　
要
医
療
だ
っ
た
方
は
医
療
機
関
を
受
診

し
ま
し
た
か
？
　
せ
っ
か
く
受
け
た
健
診
も
、

そ
の
ま
ま
に
し
て
い
て
は
無
駄
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
健
診
結
果
を
い
か
す
た
め
に
は
、
検

査
の
値
に
一
喜
一
憂
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
前

年
と
比
較
し
た
り
、
自
分
に
あ
っ
た
健
康
づ
く

り
の
方
法
を
見
つ
け
て
実
行
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
 

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
町
で
は
保
健
婦
や

管
理
栄
養
士
、
健
康
運
動
指
導
士
が
自
治
区
に

出
向
い
て
様
々
な
健
康
教
室
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
内
容
は
、
病
気
の
正
し
い
理
解
や
食
生
活
、
 

運
動
に
つ
い
て
楽
し
く
学
び
ま
す
。
詳
し
く
は

保
健
指
導
員
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
 

身
近
な
場
所
で
開
催
す
る
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
参

加
し
て
健
康
づ
く
り
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
　
保
健
セ
ン
タ
ー
　
　
　
│
２
３
０
６
 

①朝食を必ずとる 
 
 
 
 
 
 
③定期的に 
　　運動をする 
 
⑤睡眠を 
　たっぷりとる 
 
⑥たばこは 
　　吸わない 

②むだな 
　間食をしない 
 
 
 
 
 
④標準的な 
　体重を保つ 
 
 
 
 
 
＊健康体重の計算法 
　身長（m）×身長×22 
 
⑦アルコールは 
　　ほどほどに 

47

 　
生
活
習
慣
病
と
は
 

　
「
が
ん
」
「
心
臓
病
」
「
脳
卒
中
」
「
糖
尿
病
」
な
ど
の
 

生
活
習
慣
病
は
、
そ
の
名
が
示
す
よ
う
に
好
ま
し
く
な
い
生
 

活
習
慣
が
つ
く
り
だ
す
病
気
で
、
多
く
は
自
覚
症
状
が
な
い
 

ま
ま
進
行
し
て
、
四
十
歳
前
後
を
境
に
急
激
に
増
え
始
め
将
 

来
の
健
康
状
態
に
大
き
く
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
 

　
生
活
習
慣
病
の
予
防
に
は
、
健
診
で
健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
 

ク
し
た
り
、
日
頃
か
ら
の
健
康
的
な
生
活
習
慣
が
重
要
に
な
 

り
ま
す
。
 

  　
基
本
健
診
の
結
果
か
ら
 

　
平
成
十
三
年
度
の
基
本
健
診
は
三
、
二
七
九
人
が
受
診
し
 

ま
し
た
。
そ
の
中
で
と
く
に
注
意
し
た
い
の
は
、
血
圧
と
脂
 

質
検
査
（
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・
中
性
脂
肪
）
で
す
。
こ
れ
 

ら
は
高
血
圧
や
脳
卒
中
、
心
臓
病
の
原
因
と
な
る
も
の
で
、
 

要
指
導
や
要
医
療
の
割
合
が
高
く
、
生
活
習
慣
の
改
善
が
必
 

要
で
す
。
 

★脂質検査 ★血圧 

異常なし 
54％ 

異常なし 
47％ 

要指導 
19％ 

要指導 
42％ 

要医療 
27％ 

要医療 
11％ 

健康を保つための 

　　　７つの生活習慣 

基本健診結果 
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国際交流員 
チャド・ウエスト 

     　
　
　
　
　
み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
！
 

　
　
　
　
　
新
年
の
誓
い
は
守
っ
て
い
ま
す
か
？
 

　
　
　
　
私
は
今
の
と
こ
ろ
大
丈
夫
で
す
。
み
な
さ
 

ん
も
あ
き
ら
め
な
い
で
ガ
ン
バ
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

　
先
日
、
私
と
ジ
ェ
シ
ー
は
国
際
結
婚
に
つ
い
て
講
 

演
し
ま
し
た
。
ジ
ェ
シ
ー
の
日
本
で
の
経
験
は
日
本
 

の
国
際
化
に
つ
い
て
の
実
態
で
も
あ
り
ま
す
。
今
回
 

は
、
講
演
で
の
ジ
ェ
シ
ー
の
話
し
を
書
き
ま
す
。
 

　
　
年
に
私
は
英
語
の
先
生
と
し
て
南
会
津
の
小
さ
 

な
村
に
行
き
、
２
年
間
そ
こ
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
 

は
じ
め
は
言
葉
が
上
手
で
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
生
 

活
に
慣
れ
る
の
が
大
変
で
し
た
。
し
か
し
一
番
困
っ
 

た
こ
と
は
、
私
が
日
本
語
を
話
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
 

か
ら
も
ま
だ
周
り
の
人
た
ち
が
私
を
避
け
て
い
る
と
 

感
じ
た
こ
と
で
、
そ
の
た
め
南
会
津
の
生
活
は
寂
し
 

い
も
の
で
し
た
。
私
が
話
し
か
け
て
も
逃
げ
て
行
っ
 

た
り
、
誰
も
話
し
か
け
て
く
れ
な
か
っ
た
り
、
存
在
 

し
て
い
る
こ
と
を
無
視
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
、
自
分
 

が
ま
る
で
幽
霊
の
よ
う
な
気
が
し
た
ぐ
ら
い
で
す
。
 

も
ち
ろ
ん
私
の
努
力
が
足
り
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
る
 

で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
地
域
の
人
々
が
外
国
人
で
あ
 

る
私
を
ど
れ
だ
け
受
け
入
れ
て
く
れ
て
い
た
の
か
と
 

思
い
返
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
頃
は
知
り
ま
せ
 

ん
で
し
た
が
、
そ
の
村
の
外
国
人
は
私
ひ
と
り
で
は
 

な
く
、
外
国
か
ら
の
お
嫁
さ
ん
も
い
ま
し
た
。
彼
女
 

た
ち
は
あ
の
村
で
寂
し
い
思
い
を
し
て
い
な
い
か
と
 

時
々
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
彼
女
た
ち
に
は
家
族
が
 

　新春交歓会が１月１０日に町公民館で行われ、約１６０人が参加 
して新春を祝いました。 
　この日の料理は、町の健康ミネラル野菜を使った料理に加え、町 
と交流のある香川県寒川町の郷土料理「押し寿司」と沖縄料理「ラ 
フティー（豚の角煮）・ゴーヤ（にがうり）入り酢豚」が出され、 
参加したみなさんはおいしい料理を口にしながら新春のあいさつを 
交わしていました。 

　
毎
年
恒
例
の
野
沢
初
市
が
、
１
月
　
日
 

に
野
沢
駅
通
り
商
店
街
で
開
か
れ
、
通
り
 

に
は
縁
起
物
や
食
べ
物
な
ど
の
露
店
が
立
 

ち
並
び
ま
し
た
。
 

　
こ
の
日
は
日
曜
日
で
天
気
も
良
く
、
通
 

り
は
風
車
や
起
き
上
が
り
小
法
師
な
ど
を
 

買
い
求
め
る
人
た
ち
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
 

し
た
。
 

13

1996
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い
ま
す
。
私
自
身
も
若
松
に
移
り
、
家
族
が
で
き
た
 

こ
と
で
日
本
の
生
活
も
変
わ
り
ま
し
た
。
 

　
私
の
妻
は
日
本
人
で
す
。
国
際
結
婚
は
異
文
化
を
 

肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
自
分
の
視
野
も
広
 

が
り
ま
す
。
妻
の
お
か
げ
で
日
本
語
も
上
手
に
な
り
 

ま
し
た
し
、
妻
の
英
語
も
上
手
に
な
り
ま
し
た
。
私
 

と
妻
は
お
互
い
に
異
文
化
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
 

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
外
国
か
ら
の
お
嫁
さ
ん
た
ち
 

が
自
分
た
ち
の
文
化
や
言
葉
を
家
族
や
地
域
の
人
た
 

ち
に
理
解
し
て
も
ら
う
機
会
が
ど
れ
だ
け
あ
る
で
し
 

ょ
う
か
。
彼
女
た
ち
の
顔
が
地
域
の
中
で
あ
ま
り
見
 

え
て
こ
な
い
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。
私
や
チ
ャ
ド
 

の
よ
う
に
欧
米
か
ら
英
語
を
教
え
に
き
て
い
る
外
国
 

人
に
は
活
躍
の
場
が
あ
り
ま
す
。
彼
女
た
ち
に
も
、
 

同
じ
よ
う
に
自
分
た
ち
の
文
化
や
言
葉
を
伝
え
る
場
 

を
作
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
彼
女
た
ち
の
 

文
化
は
日
本
の
文
化
を
豊
か
に
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
 

私
の
子
供
は
ア
メ
リ
カ
と
日
本
両
方
の
言
葉
や
文
化
 

に
接
し
て
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
子
供
 

た
ち
が
増
え
る
こ
と
は
、
地
域
社
会
や
日
本
の
将
来
 

に
と
っ
て
き
っ
と
プ
ラ
ス
に
な
る
で
し
ょ
う
。
 

　
村
に
や
っ
て
く
る
外
国
人
女
性
の
多
く
が
、
言
葉
 

が
通
じ
な
い
生
活
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
ス
ト
レ
ス
 

と
不
安
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。
家
族
は
も
ち
ろ
 

ん
、
地
域
全
体
で
彼
女
た
ち
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
 

こ
と
が
大
変
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
 

　
「
日
本
人
女
性
が
い
な
い
か
ら
外
国
か
ら
お
嫁
さ
 

ん
を
連
れ
て
く
る
」
と
い
う
考
え
方
で
は
、
彼
女
た
 

ち
の
顔
が
地
域
社
会
で
見
え
て
く
る
こ
と
は
な
い
で
 

し
ょ
う
。
お
嫁
さ
ん
不
足
は
国
際
化
の
絶
好
の
チ
ャ
 

ン
ス
で
す
。
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
い
か
す
た
め
の
発
想
 

の
転
換
が
今
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
 

　斎田晴子女流名人に中井広恵倉敷藤花が挑む、将棋の『第 
２８期女流プロ名人位戦（第２局）』が、１月２０日にロ 
ータスインで行われました。対局は一進一退の攻防の末、 
中井倉敷藤花の勝利となりました。 
　また、対局に同行したプロ棋士による多面指し指導対局 
や大盤解説会なども同時に行われ、会場を訪れた大勢の将 
棋ファンとの交流を深めていました。 

　
平
成
　
年
度
自
立
更
生
等
厚
生
労
働
大
 

臣
表
彰
を
受
賞
し
た
新
田
義
友
さ
ん
（
２
 

町
内
）
が
、
妻
の
文
子
さ
ん
と
共
に
　
月
 

　
日
に
町
役
場
へ
受
賞
の
報
告
に
訪
れ
ま
 

し
た
。
 

　
こ
の
表
彰
は
、
障
害
を
持
つ
方
が
自
ら
 

そ
の
障
害
を
克
服
し
、
自
立
し
た
生
活
を
 

送
り
、
障
害
者
の
模
範
と
な
る
方
に
贈
ら
 

れ
る
も
の
で
、
新
田
さ
ん
は
全
国
で
　
人
 

の
表
彰
者
へ
福
島
県
か
ら
た
だ
１
人
選
ば
 

れ
ま
し
た
。
 

13

12

27

35
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生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ 

″ 

″ 

み
ん
な
で
 

　
楽
し
い
学
習
を
…
 

   

  　
屋
敷
高
齢
者
学
級
で
は
、一
月
十
三
日（
日
）
 

の
野
沢
初
市
で
、
こ
れ
ま
で
学
習
で
身
に
付
け

た
縁
起
物
の
手
作
り
風
車
、
起
き
上
が
り
小
法

師
や
わ
ら
つ
る
細
工
籠
等
の
初
売
り
を
し
ま
し

た
。
屋
敷
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
　
須
藤
一
さ
ん
の

指
導
を
受
け
、
一
つ
一
つ
に
「
家
内
安
全
」
を

書
き
入
れ
丹
精
を
込
め
て
作
ら
れ
た
風
車
を
、

訪
れ
た
人
た
ち
は
今
年
一
年
の
家
内
安
全
と
、

物
事
が
く
る
く
る
と
う
ま
く
回
り
ま
す
よ
う
に

と
願
い
を
込
め
て
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。
こ

の
催
し
は
す
っ
か
り
初
市
の
名
物
と
な
り
、
多

く
の
方
に
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
 

  　
お
正
月
恒
例
の
将
棋
・
囲
碁
大
会
が
、
町
公

民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
西
会
津
将
棋
ク
ラ
ブ
、
 

西
会
津
棋
友
会
、
町
公
民
館
の
主
催
。
 

　
大
会
当
日
は
延
べ
四
十
人
が
ク
ラ
ス
別
に
対

局
し
、
自
慢
の
棋
力
を
競
い
熱
戦
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。
各
大
会
の
成
績
は
次
の
と
お
り
。
 

　
◆
将
棋
大
会
（
一
月
十
三
日
（
日
）
開
催
）
 

▼
Ａ
ク
ラ
ス
▽
優
勝
・
荒
井
武
栄
▽
二
位
・
星

斉
▽
三
位
・
矢
部
三
四
▼
Ｂ
ク
ラ
ス
▽
優
勝
・

杉
原
徳
夫
▽
二
位
・
五
十
嵐
博
文
▽
三
位
・
大

竹
政
雄
 

　
◆
囲
碁
大
会
（
一
月
十
四
日
（
月
）
開
催
）

▼
Ａ
ク
ラ
ス
▽
優
勝
・
佐
藤
昭
悦
▽
二
位
・
佐

藤
賢
▽
三
位
・
斎
藤
孔
男
▼
Ｂ
ク
ラ
ス
▽
優
勝
 

 

・
渡
部
弘
▽
二
位
・
小
林
貞
夫
▽
三
位
・
薄
上

幸
一
▼
Ｃ
ク
ラ
ス
▽
優
勝
・
石
川
一
史
▽
二
位
 

・
折
笠
匡
▽
三
位
・
橋
谷
田
駿
栄
 

　
講
習
会
も
毎
月
開
催
 

　
西
会
津
棋
友
会
と
西
会
津
将
棋
ク
ラ
ブ
で
は

毎
月
一
回
、
会
員
の
指
導
に
よ
る
講
習
会
を
町

公
民
館
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
愛
好
者
の
棋
力

向
上
は
も
と
よ
り
、
初
心
者
の
方
で
も
気
軽
に

囲
碁
、
将
棋
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

文 化 講 演 会  
　ノンフィクション作家の 
吉永みち子さんを招いて、 
これからの日本の男女共同 
参画社会に向けた社会づく 
りなどについての講演会を 
開催します。 
　ぜひ、みなさんお誘い合 
わせの上、お気軽にご来場 
ください。 
◆日　時：２月２３日（土） 
　　　　　午後１時より 
◆会　場：西会津町公民館大ホール 
◆入場料：無料 
※詳しいことについては、後日チラシをご覧くだ 
　さい。 
　　　　　　◇講師プロフィール◇ 
　1950年埼玉県川口市生まれ。東京外語大学卒業 
後、専門誌「勝馬」の記者や夕刊紙「日刊ゲンダ 
イ」の記者などを経て、78年退社。５年間の専業 
主婦後仕事に復帰。83年以来フリー。以来、ノン 
フィクション作家として活動を始める。83年「気 
がつけば騎手の女房」で大宅壮一ノンフィクショ 
ン賞受賞。他に、「繋がれた夢」「風花のひと」 
など著書がある。 
　現在テレビ朝日系（福島放送）「やじうまワイ 
ド」にレギュラー出演中（月曜日担当）。他、テ 
レビのコメンテーターとして活躍中。 

吉永みち子さん 
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インディアカ 
卓　　　球 
スイミング（水泳） 
グラウンドゴルフ 
ペ タ ン ク  
ストレッチ体操 
レクダンス  
カローリング 

11、25 
12、26 
2、9、16、23 
21、27 
23 
18 
22 
6、20

月 
火 
土 
水 
土 
月 
金 
水 

19：00～20：30 
19：00～20：30 
19：30～20：30 
13：30～15：30 
13：00～15：00 
19：00～20：00 
19：00～21：00 
10：00～12：00

群岡中学校体育館 
さゆり公園体育館 
さゆり公園室内プール 

すぱーく西会津
 

 
 
西会津町公民館 

2月の教室案内 西会津スポーツクラブ 

教室・講習会名 日 曜日 時　　間 会　　場 

※スイミング教室については、プール利用料として400円が必要です。 
※この教室・講習会を受講されたい方は、西会津スポーツクラブにお 
　申し込みください。くわしくは、西会津町公民館・体育振興係（電 
　話45－3244）へお問い合わせください。 

    　
今
季
新
企
画
の
『
町
民
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室
』
 

を
左
記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
の
技
術
上
達
は
も
ち
ろ
ん
、
町
民
の
お
互
い

の
親
睦
を
深
め
る
場
と
し
て
、
み
な
さ
ん
お
誘

い
合
わ
せ
の
上
、
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。
 

◇
日
　
　
時
／
平
成
　
年
２
月
　
日
（
日
）
 

　
　
　
　
　
　
午
前
８
時
　
分
 

　
　
　
　
　
　
町
公
民
館
（
集
合
）
 

◇
会
　
　
場
／
猪
苗
代
ス
キ
ー
場（
猪
苗
代
町
）
 

◇
参
加
対
象
／
町
に
在
住
す
る
小
学
生
以
上
の

　
　
　
　
　
　
町
民
の
方
（
た
だ
し
、
小
学
3

　
　
　
　
　
　
年
生
ま
で
の
児
童
に
つ
い
て
は
、
 

　
　
　
　
　
　
保
護
者
同
伴
と
し
ま
す
。
）
 

◇
参
加
料
／
無
料
（
リ
フ
ト
代
（
2
千
5
百

　
　
　
　
　
　
円
）
・
昼
食
代
は
各
自
で
負
担

　
　
　
　
　
　
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
小
学

　
　
　
　
　
　
3
年
生
ま
で
の
保
護
者
は
子
供

　
　
　
　
　
　
と
は
別
々
に
リ
フ
ト
代
等
が
必

　
　
　
　
　
　
要
に
な
り
ま
す
。
）
 

◇
定
　
　
員
／
　
人
に
な
り
次
第
締
切
り
 

◇
申
込
期
限
／
２
月
　
日
（
火
）
 

◇
申
込
場
所
／
町
公
民
館
、
新
郷
・
奥
川
分
館

　
　
　
　
　
　
ま
で
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ

　
　
　
　
　
　
さ
い
。
申
込
書
は
、
そ
れ
ぞ
れ

　
　
　
　
　
　
公
民
館
・
分
館
に
あ
り
ま
す
。
 

  

   

  　
平
成
　
年
4
月
よ
り
統
合
西
会
津
中
学
校
図

書
館
で
の
貸
出
し
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
 

公
民
館
図
書
室
で
の
貸
出
し
は
2
月
　
日
ま
で
、
 

返
却
は
2
月
　
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。
な
お
、

現
在
借
り
て
い
る
本
で
返
却
期
間
の
過
ぎ
た
本
、
 

ま
た
、
読
み
終
え
た
本
は
、
忘
れ
ず
に
図
書
室

の
返
本
カ
ゴ
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
 

  　
元
群
岡
中
学
校
教
諭
・
猪
俣
悦
三
さ
ん
（
故

人
）
が
昭
和
　
年
か
ら
　
回
に
わ
た
っ
て
本
紙

に
連
載
し
た
『
阿
賀
川
の
筏
搬
送
』
が
豊
富
な

写
真
資
料
と
共
に
復
刻
さ
れ
ま
し
た
。
ご
希
望

の
方
は
、
左
記
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
 

◇
問
合
せ
先
／
喜
多
方
市
押
切
2
│
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
猪
俣
　
吉
子
 

　
　
　
　
電
話
　
０
２
４
１
│
　
│
３
７
５
４
 

野沢本町市神（左・若神　右・老神） 
野沢諏訪神社収蔵 

　
前
号
、
野
沢
本
町
村
役
人
が
初
市
の
市
祭
り
 

を
司
る
同
町
遍
照
寺
に
そ
の
開
催
の
中
止
を
通
 

告
し
て
市
神
様
を
諏
訪
神
社
に
預
け
、
更
に
御
 

祈
祷
札
の
配
布
も
拒
否
し
た
の
で
、
遍
照
寺
で
 

は
そ
の
不
法
を
藩
の
寺
社
奉
行
所
に
提
訴
し
た
。
 

だ
が
、
こ
の
訴
状
を
読
ん
で
も
ど
う
も
そ
れ
が
 

よ
く
分
か
ら
な
い
の
で
あ
る
。
 

　
第
一
は
、
な
ぜ
本
町
村
役
人
が
こ
の
よ
う
な
 

挙
に
出
た
の
か
。
つ
ま
り
、
遍
照
寺
と
ど
の
よ
 

う
な
確
執
が
あ
っ
た
の
か
と
い
う
事
。
 

　
第
二
は
、
本
町
村
内
で
生
命
に
か
か
わ
る
よ
 

う
な
喧
嘩
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
い
つ
の
事
で
 

原
因
は
何
だ
っ
た
の
か
と
い
う
事
。
 

　
第
三
は
、
そ
の
喧
嘩
と
初
市
祭
り
が
ど
ん
な
 

関
係
が
あ
る
の
か
と
い
う
事
。
つ
ま
り
、
こ
の
 

訴
状
の
中
で
「
例
年
の
通
り
市
祭
り
法
楽
と
地
 

祭
り
（
市
神
様
を
楽
し
ま
せ
る
俵
引
き
と
御
祈
 

祷
）
を
し
て
お
れ
ば
、
そ
の
奇
得
を
も
っ
て
左
 

様
の
儀
あ
る
ま
じ
く
候
」
と
述
べ
て
い
る
か
ら
 

で
あ
る
。
 

　
こ
の
弘
化
四
年
の
時
代
、
遍
照
寺
と
い
ざ
こ
 

ざ
の
あ
っ
た
本
町
村
役
人
は
誰
だ
れ
で
あ
る
か
 

は
訴
面
に
書
か
れ
て
い
な
い
の
で
不
明
だ
が
、
 

そ
の
年
よ
り
三
年
後
の
嘉
永
三
年
、
原
町
如
法
 

寺
の
「
殿
堂
建
立
勧
進
帳
」
を
見
て
み
る
と
本
 

町
村
寄
進
者
五
二
名
の
中
に
苗
字
の
あ
る
人
が
 

「
二
分
・
石
川
栄
吉
　
二
分
・
山
本
権
蔵
　
二
 

両
・
鈴
木
長
右
衛
門
　
三
百
文
・
五
十
嵐
順
顕
 

　
二
朱
・
赤
羽
隆
庵
　
二
両
・
大
沼
雲
碩
」
と
 

六
名
い
る
。
 

　
五
十
嵐
・
赤
羽
・
大
沼
の
三
名
は
、
そ
の
名
 

前
か
ら
見
て
医
師
だ
と
思
わ
れ
る
が
筆
頭
の
石
 

川
栄
吉
は
本
町
村
肝
煎
で
あ
る
。
そ
し
て
次
の
 

山
本
権
蔵
と
鈴
木
長
右
衛
門
は
共
に
地
首
職
だ
 

と
思
わ
れ
る
。
寄
進
金
額
に
相
違
が
あ
る
の
は
 

宗
旨
が
別
で
あ
っ
て
、
二
両
と
い
う
大
金
の
鈴
 

木
は
如
法
寺
の
檀
徒
だ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
だ
 

 

み
ょ
う
じ
 

き
も
い
り
 

じ
が
し
ら
 

だ
れ
 

新
史
料
 

ろ
う
か
。
 

　
ち
な
み
に
原
町
村
を
見
て
み
る
と
、
筆
頭
で
 

二
分
の
渡
部
祐
吉
は
野
沢
駅
検
断
職
で
原
町
村
 

北
分
肝
煎
の
斎
藤
兵
右
衛
門
二
分
、
南
分
肝
煎
 

丹
藤
利
八
郎
一
分
二
朱
と
な
っ
て
い
る
が
、
い
 

ず
れ
も
常
楽
寺
か
常
泉
寺
の
檀
徒
で
あ
る
。
そ
 

し
て
三
両
と
傑
出
し
て
い
る
酒
造
家
の
満
願
次
 

屋
小
吉
、
代
官
所
御
蔵
番
役
岩
原
伴
右
衛
門
二
 

両
な
ど
は
如
法
寺
の
檀
徒
な
の
で
あ
っ
た
。
 

　
前
号
で
述
べ
た
よ
う
に
本
町
遍
照
寺
は
原
町
 

如
法
寺
の
末
寺
で
あ
る
。
だ
か
ら
本
山
の
如
法
 

寺
は
遍
照
寺
の
本
町
村
役
人
の
不
法
を
訴
え
る
 

「
吟
味
願
」
に
連
署
し
た
の
で
あ
っ
て
、
い
わ
 

ば
如
法
寺
と
本
町
村
役
人
は
原
告
と
被
告
の
関
 

係
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
、
三
年
後
に
は
 

訴
え
ら
れ
た
村
役
人
を
筆
頭
に
し
て
本
町
の
ほ
 

ぼ
全
戸
が
、
前
記
の
よ
う
に
如
法
寺
の
改
築
寄
 

付
金
募
集
に
応
じ
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。
 

　
で
は
、
遍
照
寺
の
訴
え
が
通
っ
て
和
解
し
た
 

の
か
と
い
う
と
、
和
解
は
し
た
と
し
て
も
訴
状
 

は
却
下
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
 

市
神
様
は
現
在
で
も
同
町
諏
訪
神
社
に
納
ま
っ
 

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）
 

51

14

1412

20

15

17

15

28

93

22

27

お
知
ら
せ
 

‥ 
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みんなの広場 みんなの広場 
井
上
　
國
男
 

　
　
〔
道
　
目
〕
 
さ ん 

　宮田智美さん（1月号から）  
◆　メッセージ　◆ 
　体に気をつけて、お仕事がんば 
ってください。 

好
き
な
西
会
津
の
風
景
（
場
所
）
は
？
 

弥
平
四
郎
か
ら
見
た
飯
豊
山
 

（
飯
豊
山
の
お
か
げ
で
奥
川
は
生
活
が
で
 

き
て
い
る
ん
だ
な
と
思
え
る
場
所
で
す
）
 

 

熱中していることは？ 

　錦鯉の飼育です。子供がもら 

ってきた時は小指ほどの大きさ 

だったのが、3年で20cm大ま 

で育ちました。 

 

あなたのモットーは？ 

　やると決めたらピシッとやる。 

最近感動したことは？ 

　この前風邪をひいた時に、子 

供が布団を掛けてくれたり、水 

やみかんを持ってきてくれたり 

といろいろやってくれました。 

 

次の方を紹介してください。 

　Ｍ．Ｉさん（宮野） 

『
心
は
広
く
、
お
だ
や
か
に
す
ご
す
の
が
健
康
の
第
一
の
秘
訣
 

だ
と
思
い
ま
す
』
 

　
今
月
は
、
新
町
の
 

武
藤
忠
吉
さ
ん
に
お
 

話
を
伺
い
ま
し
た
。
 

　
武
藤
さ
ん
は
約
 

年
前
、
　
代
前
半
に
 

大
怪
我
を
し
て
丸
２
 

年
入
院
を
し
ま
し
た
。
 

家
庭
に
戻
っ
た
今
で
も
、
頸
椎
を
損
傷
し
て
い
た
こ
と
で
下
半
 

身
が
不
自
由
な
状
態
で
す
。
 

　
そ
ん
な
武
藤
さ
ん
は
、
健
康
な
時
は
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
 

と
に
怪
我
を
し
た
こ
と
で
関
心
が
持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
 

い
、
人
間
と
し
て
の
姿
勢
や
ど
う
生
き
る
べ
き
か
を
考
え
る
よ
 

う
に
な
っ
た
そ
う
で
　
生
き
る
た
め
に
働
く
喜
び
を
持
ち
、
人
 

の
た
め
に
行
動
し
、
そ
し
て
そ
れ
ら
の
余
暇
を
利
用
し
て
娯
楽
 

を
楽
し
む
こ
と
が
人
生
の
幸
せ
だ
と
思
い
ま
す
。
人
生
の
終
り
 

に
良
い
人
生
だ
っ
た
と
思
え
る
こ
と
が
何
よ
り
の
長
生
き
だ
と
 

思
い
ま
す
　
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
 

　
武
藤
さ
ん
は
健
康
に
つ
い
て
も
い
ろ
い
ろ
と
勉
強
を
し
て
い
 

て
、
食
事
や
健
康
法
の
書
い
て
あ
る
本
を
参
考
に
、
ど
ん
な
効
 

果
が
あ
る
の
か
を
考
え
、
保
健
婦
や
栄
養
士
に
も
意
見
を
き
い
 

て
自
分
な
り
の
食
事
の
改
善
を
し
た
り
、
無
理
を
し
な
い
程
度
 

に
松
葉
杖
で
歩
い
た
り
と
い
ろ
い
ろ
努
力
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
 

そ
し
て
武
藤
さ
ん
は
　
一
番
大
切
な
の
は
心
の
持
ち
方
だ
と
思
 

い
ま
す
。
人
は
心
の
持
ち
よ
う
に
よ
っ
て
血
流
が
変
わ
っ
て
き
 

て
、
例
え
ば
怒
る
時
は
血
液
が
酸
性
化
し
て
し
ま
い
ま
す
。
だ
 

か
ら
心
は
広
く
、
お
だ
や
か
に
過
ご
す
の
が
健
康
の
第
一
の
秘
 

訣
だ
と
思
い
ま
す
　
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
 

″
 

″
 

″
 

″
 

20

40

武藤忠吉　（新町） さ 
　ん 
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町
で
は
『
健
康
な
体
は
健
康
な
食
べ
物
か
ら
、
 

健
康
な
食
べ
物
は
健
康
な
土
か
ら
』
と
い
う
中

嶋
常
允
先
生
の
考
え
に
基
づ
い
て
、
健
康
な
土

づ
く
り
を
進
め
て
お
り
、
今
回
、
中
嶋
先
生
を

迎
え
て
講
演
会
を
行
い
ま
す
。
 

　
平
成
　
年
度
か
ら
は
学
校
給
食
な
ど
に
も
ミ

ネ
ラ
ル
野
菜
が
使
わ
れ
ま
す
。
生
産
者
や
消
費

者
の
み
な
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
お
父
さ
ん
や
お

母
さ
ん
に
も
聞
い
て
ほ
し
い
お
話
で
す
。
 

▼
日
時
　
２
月
　
日
　
　
午
前
９
時
　
分
〜
 

▼
会
場
　
公
民
館
大
ホ
ー
ル
 

▼
講
師
　
農
業
科
学
研
究
所
所
長
 

　
　
　
　
理
学
博
士
　
中
嶋
常
允
先
生
 

      ▼
演
題
　
「
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
は
老
化
を
防
ぎ
 

　
　
　
　
　
若
さ
を
保
つ
特
効
薬
」
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
農
林
課
農
政
係
　
　
　
　
│
４
５
３
１
 

    　
県
で
は
、
喜
多
方
市
に
新
築
し
た
県
営
住
宅

（
鳥
見
山
団
地
）
の
入
居
者
を
次
に
よ
り
募
集

し
ま
す
。
 

▼
入
居
日
　
平
成
　
年
４
月
１
日
 

▼
住
所
　
喜
多
方
市
松
山
町
鳥
見
山
字
下
天
神

　
　
　
　
　
（
県
喜
多
方
合
同
庁
舎
裏
側
）
 

▼
募
集
戸
数
　
　
戸（
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
と
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）
 

　
　
　
　
　
　
１
階
の
４
戸
は
高
齢
者
・
障
害

　
　
　
　
　
　
者
優
先
に
な
り
ま
す
。
 

▼
受
付
期
間
　
３
月
１
日
　
〜
　
日
 

　
入
居
に
は
収
入
が
一
定
額
以
下
な
ど
の
条
件

が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
 

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
県
喜
多
方
建
設
事
務
所
行
政
課
 

　
　
　
　
　
０
２
４
１
│
　
│
５
７
１
３
 

    　
万
が
一
の
時
、
救
急
車
が
現
場
に
到
着
す
る

ま
で
平
均
７
・
８
分
か
か
り
ま
す
。
心
臓
や
呼

吸
が
止
ま
っ
て
い
る
人
に
何
も
し
な
か
っ
た
ら

ど
う
な
る
で
し
ょ
う
。
 

　
消
防
署
で
は
、
一
人
で
も
多
く
の
み
な
さ
ん

に
応
急
手
当
を
覚
え
て
い
た
だ
く
た
め
、
普
通

救
命
講
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

　
「
い
つ
で
も
」
「
ど
こ
で
も
」
「
何
人
で
も
」
 

受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
あ
な
た
も
愛
す
る

人
の
た
め
に
心
肺
蘇
生
法
を
覚
え
ま
せ
ん
か
。
 

▼
普
通
救
命
講
習
 

　
　
万
が
一
の
時
に
救
命
の
手
助
け
が
で
き
る
 

　
心
肺
蘇
生
法
を
主
と
し
た
コ
ー
ス
で
す
。
 

　
　
ま
た
、
講
習
終
了
後
に
修
了
証
が
交
付
さ

　
れ
ま
す
。
 

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
西
会
津
消
防
署
　
　
　
　
│
３
１
１
９
 

45

4524

14
12

15

（金） 

（金） 

99

　東北税理士会喜多方支部では「税理士記念日」の 
行事として、各会員事務所において税の無料相談を 
行います。みなさんお気軽にご利用ください。 
 
◆日時　２月２３日（土）　午前１０時～午後４時 

　事 務 所 名 

坂　内　栄　一 

山　口　一　郎 

片　桐　仁　志 

渡　部　利　夫 

佐　藤　万之輔 

長　嶋　理一郎 

川　田　美緒子 

瓜　生　昌　弘 

田　中　伸　一 

三　瓶　　勉 

山　崎　修　己 

安　西　　順 

尾　崎　義　典 

住　　所 

喜多方市 

　　〃　　 

　　〃　　 

　　〃　　 

　　〃　　 

　　〃　　 

　　〃　　 

　　〃　　 

　　〃　　 

　　〃　　 

　　〃　　 

塩 川 町 

　　〃　　 

電話番号（0241） 

２２－１３００ 

２４－２８２２ 

２２－２０５５ 

２２－４３０９ 

２３－１３０８ 

２４－４２２２ 

２２－２６９６ 

２２－６２１４ 

２１－１３０１ 

２２－３００８ 

２２－４５７３ 

２７－２４５４ 

２７－４５５４ 

14

16

30

（土） 
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最
近
で
は
あ
ま
り
目
に
す
る
こ
と
の
無
く
な

っ
た
杵
と
臼
を
使
っ
た
も
ち
つ
き
。
野
沢
保
育

所
で
は
、
年
長
組
の
子
供
た
ち
が
も
ち
つ
き
に

挑
戦
し
、
で
き
あ
が
っ
た
お
い
し
い
お
も
ち
を

み
ん
な
で
食
べ
ま
し
た
。
 

 　
広
報
に
対
す
る
ご
意
見
や
ご
要
望
、
並
び
に

情
報
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。
 

　
企
画
調
整
課
　
　
　
―
4
5
3
6

小　嶋　キミノ（89）弘　仲　母　６町内 
大　槻　榮　久（83）洋　一　父　芝　草 
佐　川　シヨノ（85）忠　男　母　安　座 
渡　邊　ふ　み（87）一　三　母　西　原 
野　原　マツミ（82）一　男　母　松　尾 
青　津　ハチイ（82）誠　一　母　縄　沢 
市　橋　源之助（67）源　二　子　上野尻 
藤　原　宗　弘（54）ナツノ　子　屋　敷 
後　藤　ハルヱ（77）作　一　母　　原 
五十嵐　利　彦（79）忠比古　父　滝　坂 
佐久間　ミヨキ（96）英　俊　祖母　新　町 
玉　木　カホル（82）保　雄　母　下　松 
赤　城　正　雄（80）キミノ　夫　弥　生 

齋　藤　　淳　　　上野尻 
伊　藤　幸　子　　８町内 
 
五十嵐　建　三　　松　峯 
片　岡　勝　枝　　　塩 

戸 籍 の 窓 口  
12月受付分〔敬称略〕 

お誕生 
　おめでとう 

お悔やみ申し上げます 

み まな 

か あや 

つ り 

なみ ほ 

しろ ま 

渡　部　愛　望　　忠寛・しのぶ　１町内 

清　野　里　都　　喜一・真由美　西　原 

長谷川　穂　波　　稔・ひとみ　　森　野 

伊勢亀　文　華　　文哉・恵子　　下小島 

齋　藤　真　白　　雅信・いずみ　上野尻 

休
日
当
番
医
 

歯
科
休
日
当
番
医
 

《
喜
多
方
管
内
》
 

《
会
津
管
内
》
 

22
―
2
1
8
1

（
0
2
4
1
）
 

病
　
院
　
名
 

県
立
喜
多
方
病
院
 

ひ

ら

の

医

院
 

小
　
野
　
病
　
院
 

福
田
耳
鼻
咽
喉
科
医
院
 

鳴
　
瀬
　
病
　
院
 

星
　
　
医
　
　
院
 

有
　
隣
　
病
　
院
 

三
浦
産
婦
人
科
医
院
 

入
　
澤
　
病
　
院
 

佐
　
原
　
病
　
院
 

み
つ
は
し
医
院
 

県
立
喜
多
方
病
院
 

山
田
産
婦
人
科
医
院
 

22
―
3
1
3
5
 

22
―
0
4
1
4
 

24
―
4
1
8
7
 

24
―
3
3
3
3
 

22
―
0
0
0
5
 

24
―
5
0
2
1
 

22
―
0
2
9
3
 

22
―
0
2
6
7
 

22
―
5
3
2
1
 

21
―
1
3
1
1
 

22
―
2
1
8
1
 

22
―
6
3
0
0

電
話
番
号
 

月日 2／103／3 17 112410

（
0
2
4
2
）
 

27
―
0
6
4
8

（
0
2
4
1
）
 

41
―
1
8
8
0

（
0
2
4
2
）
 

27
―
4
3
7
4

（
0
2
4
1
）
 

52
―
3
3
3
4

（
0
2
4
2
）
 

28
―
0
1
8
0

（
0
2
4
1
）
 

24
―
4
5
4
5

（
0
2
4
2
）
 

29
―
4
6
1
8

（
0
2
4
1
）
 

38
―
3
9
1
0

（
0
2
4
2
）
 

24
―
8
3
8
7

（
0
2
4
2
）
 

75
―
5
5
5
0

（
0
2
4
2
）
 

22
―
8
1
4
8

（
0
2
4
2
）
 

56
―
2
1
1
8

病
　
院
　
名
 

飯
寺
フ
ァ
ミ
リ
ー
歯
科

 

二
瓶
歯
科
 

こ
し
ば
歯
科
 

栗
城
歯
科
 

小
山
歯
科
 

ア
イ
デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

 

さ
い
と
う
歯
科
 

さ
い
と
う
歯
科
 

駅
前
佐
藤
歯
科
 

い
し
か
わ
歯
科
 

さ
と
う
歯
科
 

江
川
歯
科
 （

会
津
若
松
市
） 

（

柳
津
町
） 

（
会
津
若
松
市
） 

（

三
島
町
） 

（
会
津
若
松
市
） 

（
喜
多
方
市
） 

（
会
津
若
松
市
） 

（

山
都
町
） 

（
会
津
若
松
市
） 

（

河
東
町
） 

（
会
津
若
松
市
） 

（
会
津
本
郷
町
） 

電

話

番

号

 

月日 2／103／3 17 112410

ご結婚 
　おめでとう 

○日時　２月 7日（木） 
　　　　　　28日（木） 
　　　　　午前９時～ 
 
○場所　老人憩の家 
 
○電話　４５－４２５９ 

今月の 
心配ごと相談日 

◆まちの人口 
　 

　　　　　　　〈前月比〉 

○総　数　9，383人　－ 6人 

　・男　　4，555人　－ 4人 

　・女　　4，828人　－ 2人 

○世帯数　3，022世帯＋1世帯 

1月1日現在 

今月の表紙 

45


